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１、本日の議長及び出席議員は次のとおりである。 

  議長 大 平 文 雄 
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   （開議時間 午前10時00分） 

議 長 おはようございます。 

 ただいまより平成30年第３回安八町議会定例会２日目を開会いたします。 

 ただいまの出席議員は10名であります。したがって、定足数に達しており

ますので、ただいまから平成30年第３回安八町議会定例会２日目の会議を開

きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第１、会議録署名者決定について、私から指名をいたします。 

 本日の会議録署名者は、９番 山中美惠子君、10番 渡邊明博君を指名し

ます。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第２、一般質問を行います。 

 質問通告により、発言を許します。 

 質問の発言をされる方にお願いします。再質問は２回までといたしますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それではまず最初に、７番 岩田讓治君。 

７ 番 おはようございます。 

 ただいま議長から発言のお許しをいただきましたので、通告に従いまして

防災機能の充実をと題しまして一般質問させていただきます。 

 平成28年６月議会で大平議長が大規模地震対策について一般質問されまし

た。その中で、避難所になる学校等の受け入れ収容人数は１万4,502人で、

十分確保されている。また、家屋の全壊、半壊などで仮設住宅が必要となる

場合、698戸を建てる場所の配置図もあると当時の総務課長が答弁されまし

た。これにつきまして、今回の私の質問は避難所の防災機能、つまり中身に

ついてお尋ねをさせていただきたいと思います。 

 全国の公立学校の約９割が避難所に指定されております。熊本地震では

300校を超える公立学校が避難所になり、約６万人が長期間にわたり利用を

いたしました。ここの防災機能が低ければ災害応急対策がおくれ、被害の拡

大が懸念されます。そこで質問です。 

 １番、学校の校舎の耐震化は100％できていますが、体育館はいかがでし
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ょうか。 

 各避難所における備蓄品の確保と、そのスペースはありますか。 

 ３番目、当町は既に飲料水の防災タワーはありますが、一時しのぎはでき

ると思いますが、どの程度の期間、何人分の水が確保されているのでしょう

か。 

 ４番、各避難所に自家発電機は設置してありますか。 

 ５番、避難所のトイレは重要です。仮設トイレは十分確保されていますか。 

 ６番、公衆無線ＬＡＮは整備され、避難時には町民に開放されるシステム

になっていますか。 

 また、避難生活が長期間になると、プライバシー保護、空調、シャワーな

どといったニーズが高まります。避難所とはいえ生活の場ともなれば、快適

に過ごしたいという欲求は当然でございます。熊本地震では小さな子供を抱

える家族を中心に車内で生活するケースが目立ったように、避難生活が長く

なればなるほどストレスが増し、これを回避する手段が問題になると思われ

ます。この点からも熊本地震でのテント小屋の提供は大きな意味があったと

思います。 

 一方、ソフト面では関係者の連携等に関することで、教育委員会、学校教

職員、防災担当課、地域住民との連携体制づくりと役割分担の明確化が重要

です。考えれば切りがないほど課題は出てきます。防災月間のこの９月は、

それらを考えるときです。終わりのない対策を一つずつ積み重ね、訓練する

ことが防災の向上につながるものと考えております。 

 担当長の御所見をお聞かせください。 

議 長 総務課長 山田靖君。 

総務課長 岩田讓治議員の御質問、防災機能の充実をについてお答えいたします。 

 まず、１点目の体育館の耐震化はできていますかの御質問ですが、避難所

に指定されております小・中学校及び各施設につきましては、既に新耐震基

準に適合済み、もしくは耐震補強済みでございます。具体的には、体育館の

照明器具の固定化や窓ガラスの飛散防止フィルム張り、壁かけ時計やスピー

カーなどの固定化を既に行っておるところでございます。 

 次に、２点目の各避難場所における備蓄品の確保とそのスペースはありま

すかの御質問ですが、避難所における備蓄品は３小学校にあります防災庫に
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機材が保管されております。食料については、水道事務所に一括集約で保管

しております。近年は備蓄品の一括集約型ではなく分散型がよいという声も

ございますが、これを実現するには各避難所であります各学校に備蓄倉庫を

確保する必要がございます。毛布やチェーンソーなどはコンテナ等の防災庫

で対応可能だと考えますが、食料となりますと温度管理も重要となってきま

す。今後は、校舎の空き教室などを利用するなどの検討を引き続き行ってい

きたいと考えております。 

 次に、３点目の飲料水供給のため防災タワーがあり、どの程度の期間、何

人分の水が確保されているのかの御質問ですが、セーフティータワー（緊急

用飲料水防火水槽）は町内に６カ所、役場の駐車場に１カ所、小学校ごとに

３カ所、中学校ごとに２カ所、登龍中学校においては総合体育館前にござい

ます。それぞれに40トンの飲料水が貯水されております。１人当たり１日３

リットルとしますと、安八町の人口を１万5,000人としまして、５日間分の

飲料水が確保できております。 

 次に、４点目の各避難所に自家発電機は設置してありますかの御質問です

が、自家発電機の設置状況につきましては、各小・中学校には避難所で賄え

るだけの自家発電機は設置されておりません。今回の台風21号や北海道胆振

東部地震のように広域停電が発生することを考えますと、早期の整備が必要

と痛感しております。国や県の補助金等を活用しながら整備を進めていきた

いと考えております。 

 次に、５点目の避難所における仮設トイレは十分確保されていますかの御

質問ですが、仮設トイレにつきましては簡易トイレが194個あり、避難所に

20から25の簡易トイレが設置可能でございます。内閣府の避難所におけるト

イレの確保・管理ガイドラインによりますと、災害発生当初は約50人に１基

のトイレが必要とされております。また、避難者に係る対策の参考資料によ

りますと、被災時に避難所へ避難する人と避難所以外へ避難、もしくは疎開

する人の割合は、前者が65％、後者が35％と言われております。この数値に

基づき避難者を65％としますと、ほぼ確保できているということになります。

しかし、同ガイドラインには、避難が長期化する場合は約20人に１基設置す

べきとされていますので、仮設トイレやマンホールトイレの整備については

引き続き進めていきたいと考えております。 
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 最後の６点目の公衆無線ＬＡＮは整備され、避難時には町民に開放される

システムになっていますかの御質問ですが、公衆無線ＬＡＮについては、

小・中学校においては学校の授業用としての無線ＬＡＮは整備されておりま

すが、情報漏えいの対策等のセキュリティー上の問題があり、災害時に開放

できるシステムとはなっておりません。既に学校に整備済みの無線ＬＡＮに

ついては、更新の時期が来ておりますので、教育委員会と連携をとりながら、

今後災害対応型の無線ＬＡＮの環境整備を進めてまいりたいと思います。 

 以上のように避難所における環境整備はまだまだ十分であるとは言えませ

んが、現状をしっかりと受けとめ、今できることを確実に実施しながら、ま

た町の総合防災訓練等での避難所設営訓練等も定期的に行ってまいりたいと

思います。 

 今後は議員の御提言にもありますように、関係者との連携におきまして防

災担当課、教育委員会、学校、教職員、区長さん、民生児童委員さんを含め

た地域住民との連携体制づくりと役割分担の明確化を図っていきながら、引

き続き災害対応に当たってまいりたいと考えております。 

 以上、岩田讓治議員への回答とさせていただきます。 

  〔７番議員挙手〕 

議 長 岩田讓治君。 

７ 番 どうもありがとうございました。 

 具体的な考え方といいますか、体育館の耐震化がどうなっているか具体的

に、また水のタワーが具体的にどこにという形であるかということもきちっ

と報告いただきましてありがとうございました。 

 ただ、御案内のように雨が降ればどこかで災害が起こるということで、災

害は既に昔のような一つの基準ではいかない。今のこの状態が常態化してし

まっておるんじゃないかなというふうに思っております。大変厳しい状態で

あるということでございます。 

 先般、総務産建常任委員会で豊川市を視察させていただきました。内容は

マンホールトイレの視察でございました。国の補助金を受けて着々と現在進

めておられるということで、いざとなれば大変衛生的なトイレでございまし

て、事前の投資といいますか、そういうことがしっかりとなされて災害に対

応されておるということでございます。当町におきましても、災害が起これ
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ば当然住むところ、食べるもの、これは極めて大事ですけれども、やはりト

イレも極めて大事な施設でございます。御理解いただいておるというふうに

思っておりますけれども、ぜひともそちらのほうにも財源を回していただき

まして、いざという場合に対応できるような、そんなような体制を御一考い

ただきたいなということでございます。国の対策も、マンホールトイレに関

しては積極的に補助金を出すということのようでございます。ぜひともひと

つ御検討を賜りまして、前向きな形で進めていただきたいというふうに思っ

ております。質問ではございません。よろしくお願いいたします。 

 以上、質問を終わります。ありがとうございました。 

議 長 続きまして、１番 西松幸子君。 

１ 番 おはようございます。 

 通告に従いまして、私のほうから２点質問をさせていただきます。 

 まず初めに、猛暑・健康を守れる避難所について。 

 ９月１日は防災の日でした。６月の大阪府北部地震、７月の西日本豪雨、

９月４日の台風21号などがもたらした大きな被害は、災害多発国日本の現実

を改めて示しました。どの地域でもあらゆる事態を想定し、備えを強めるこ

とが必要です。 

 この夏、県内は７月１日から８月29日までの間で猛暑の日数は33日もあり、

熱中症と見られる症状で搬送された人は例年の２倍以上に上りました。暑さ

にある程度なれていても、ことしは特別厳しいという声が多く聞かれました。

そこで、いつ災害が起こるかわかりません。連日の猛暑の中での避難所の生

活環境の整備について伺います。 

 暑さ対策（エアコンなど）、簡易シャワー、仮設風呂、仮設洗濯場、仮設

炊事場など、生活環境を整えられる準備はできているでしょうか。また、大

事なことは、高齢者や障害者、乳幼児、妊婦など要配慮者への気配りです。

過去の災害では、被災後の健康悪化で災害関連死と認定された人の多くは高

齢者です。避難所をふだんの生活に近づけるには、平時から被災したらどう

するべきかを考えることが大切です。 

 以上のことについて、担当課長に伺います。 

 ２点目に、ブロック塀の撤去、補助制度について伺います。 

 大阪府北部地震で女児がブロック塀の下敷きになって死亡した事故を受け、
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県内の全42市町村がブロック塀の安全点検に乗り出しました。その結果、17

の市町の幼稚園、小・中学校、県内の公立学校59校84カ所のブロック塀で危

険が明らかになりました。当町でも小・中学校の点検の結果、中学校の自転

車置き場１カ所が危険であることがわかりました。また、小・中学校の通学

路のブロック塀の点検では何カ所か危険なところがありましたが、対応はこ

れからということでした。小・中学校だけでなく、個人の民家についても安

全かどうか調べる必要があるのではないでしょうか。 

 ある町民の方から、ブロック塀を撤去しフェンスを設置したが、補助制度

はないのかと相談がありました。国交省は民間のブロック塀などの撤去に係

る交付金について、県宛てに通知を出しています。また、岐阜市、多治見市、

各務原市、下呂市、笠松町には補助制度があります。ぜひ当町でも創設して

いただき、早急な対応ができるようよろしくお願いいたします。 

 以上のことについて、担当課長に伺います。 

議 長 総務課長 山田靖君。 

総務課長 西松幸子議員の御質問、猛暑・健康を守れる避難所についてお答えいた

します。 

 現在の避難所における生活環境の整備状況についてお答えいたします。 

 安八町においては避難所が７カ所（３小学校、２中学校、勤労青少年ホー

ム、総合体育館）、福祉避難所が３カ所（安八温泉、中央公民館、ハートピ

ア安八）の計10カ所が避難所となっております。暑さ対策としてのエアコン

につきましては、平成29年度までに整備しました小・中学校のエアコン整備

により、校舎内における暑さ対策は完了しております。しかしながら、多く

の方が避難生活を送ることになります体育館には整備ができておりません。

７月豪雨の際にも総合体育館を避難所として開設する準備を行いましたが、

大型扇風機やスポットクーラーを用意するだけの整備はできておりませんで

した。 

 これを解決するには全ての体育館にエアコンを整備するのが一番だと考え

ますが、それには多額の費用がかかるものでございます。大型扇風機やスポ

ットクーラー等を各避難所に必要な量を常に備蓄しておくには、備蓄場所の

問題もございます。避難所である校舎や体育館にそれを保管するだけのスペ

ースもないのが現状でございます。 
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 この問題はどの自治体におきましても課題となっており、もっと広域で協

力することにより解決できるよう進めております。安八町では岐阜県全域や

西南濃町村会での協定など、関係機関等との間で災害時相互応援協定を結ん

でおります。また、県外では福井市とも協定を結んでおります。それらの協

定により、災害発生時には近隣市町より物資の支援等が受けられることにな

っております。また、各種企業とも協定を結び、災害発生時には支援をお願

いする体制をとっております。長期にわたる避難生活においては、簡易シャ

ワー、仮設風呂等が必要な場合についても基本的には同様の考え方に基づい

て行いますが、さらには自衛隊等からの応援協力により対処せざるを得ない

と考えております。 

 また、災害時の要配慮者に対する気配りでございますが、昨年度改訂いた

しました安八町地域防災計画では、それまで２カ所（安八温泉、保健センタ

ー）でありました福祉避難所を３カ所にふやし、安八温泉、中央公民館、ハ

ートピア安八となりまして、新たに救護所や救護病院を指定し、初動態勢を

スムーズにするための明確化を図ったところでございます。 

 また、場所をふやすだけでなく、救護体制についても整備を進めておりま

す。岐阜県の災害派遣福祉チーム、岐阜ＤＣＡＴもその一つでございます。

町内にあります病院や施設とも連携を行っております。また、福祉ふれあい

カードを作成し、75歳以上のひとり暮らしの方や介護が必要な方などを把握

し、区長さん、民生委員さんとも連携し、また警察、消防団とも連携しなが

ら、災害発生時の救助が迅速に行えるような体制づくりも進めております。 

 以上、西松幸子議員への回答とさせていただきます。 

議 長 建設課長 河合一君。 

建設課長 西松幸子議員の２点目の御質問、ブロック塀の撤去、補助制度について

お答えをいたします。 

 まず、個人の民家についても安全かどうか調べる必要があるのではないか

について答弁させていただきます。 

 ６月に発生した大阪府北部地震を受け、市町村に対し国は全ての学校施設

を対象に、県は通学路など重点箇所を対象にブロック塀等の安全点検を実施

するよう通知がありました。 

 当町におきましても教育委員会が中心となり、６月末までに小・中学校並
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びに通学路におけるブロック塀等の安全点検を実施したところであり、通学

路におけるブロック塀等の危険箇所については来月10月より建設課職員や防

災士資格を有する職員の協力を得て、所有者等に対し改善指導や適正な維持

管理をお願いしていく予定でございます。 

 なお、町内全域の個人の民家のブロック塀等の安全点検については、今後

検討をしてまいります。 

 また、ブロック塀等の適正な維持管理を初め家具等転倒防止器具購入補助、

木造住宅耐震診断・耐震補強補助など既存の補助制度の活用も含め、防災担

当部局と連携を図り、広報紙や防災訓練などを通じ、住民への周知、啓発活

動を推進してまいります。 

 次に、ブロック塀等を撤去し、フェンス等を設置した場合の補助制度の創

設についてでございます。 

 現在のところ、当県においてこの補助制度に係る国や県からの財政支援は

なく、町単独事業で実施することとなります。今後、国や県に支援の要望を

行うとともに、近隣市町の状況や、さきの通学路におけるブロック塀等の点

検結果を踏まえ、補助制度の創設について前向きに検討してまいります。 

 以上、西松幸子議員への回答とさせていただきます。 

  〔１番議員挙手〕 

議 長 西松幸子君。 

１ 番 大変ありがとうございました。 

 ７月の豪雨の際には、幸いにも当町では避難所を開設することなく済みま

したけれども、もしそうでなかったら、開設していたらと考えると、あの猛

暑で大勢の町民は熱中症で倒れるでしょう。気分も悪くなるでしょう。そう

ならないよう、災害発生時には各種企業に支援を要請し、健康を守れる避難

所に整備していただきたいと思います。 

 ２点目のブロック塀撤去補助制度に関しましては、この９月議会、ほかの

市町も一般質問に取り上げていまして、海津市を初め多くの市町が年内に制

度を創設するということですので、当町でもよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 町内全域のブロック塀の安全点検についてですが、町内には空き家が170

軒ありますので、危険なブロック塀がないかとても心配でなりません。その
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対応をお願いいたしまして、私の質問を終わりたいと思います。答弁は要り

ませんので、どうもありがとうございました。 

議 長 それでは引き続きまして、９番 山中美惠子君。 

９ 番 ただいまは議長さんから発言のお許しをいただきましたので、通告に従い

まして非常食に補助をとサッカー場に夜間照明をの２つについて質問をさせ

ていただきます。 

 初めに、非常食に補助を行います。 

 日本のあちこちで地震が発生し、岐阜県は今のところ中央では地震は発生

しておりません。しかし、南海トラフでスロースリップという現象が起きつ

つあり、ここ30年の間に70でしたが、今度は80％も加わりまして、東南海・

南海地震が発生すると言われています。 

 今月６日未明に北海道で震度７という大地震が発生し、土石流により多く

の住宅が押し潰され、死者・行方不明を含め41名に上っております。しかし、

９月８日の中日新聞に「ボランティア待って」という記事が出ておりました。

災害時にはボランティアの申し出が多数寄せられている中、人命救助活動が

続いており、交通などのインフラも十分に復旧していなく、受け入れ体制が

整う前に個人が被災地に赴くことはさまざまな活動に支障を来しかねないと

いうことでございます。 

 この記事を見ましたとき、我々安八町ではどのように対処するのか、その

手順を各区長、議員、役場職員等が連携協議し、詳細なマニュアルを作成し、

いざというときにどうするのかを考えて取り組んでいただきたいと思います。 

 ９月２日の防災訓練はできませんでしたが、そのようなことを含め全町民

が災害にもっと関心を高めていただくため、防災グッズ、特に非常食の備蓄

を町民に呼びかけ、今現在どれだけの人が準備しているかをアンケートをと

ってはいかがでしょうか。非常食等に補助制度を設けることにより、さらに

防災意識が向上してくると思っております。せめて飲料水だけでも全戸に

500ミリリッターペットボトルを配付してはと思いますが、総務課長さんの

答弁を求めます。 

 ２つ目の質問ですが、サッカー場に夜間照明を。 

 ことしは毎日酷暑の日が続き、記録を更新するという夏でした。この暑さ

のために子供たちのプールも休みの日が多く、大変でございました。サッカ
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ー場も暑くて熱中症になるおそれがあり、日中は練習ができません。そこで

夜間に行おうとしますが、練習には暗くてできない現状でございます。夏は

熱中症になる可能性で練習ができず、冬は日が短く練習することができませ

んが、夜間照明を整備することにより、以下のような利点が上げられると考

えられます。 

 １つ目に、子供たちが日ごろ使いなれたグラウンドでナイター練習ができ

ること。 

 ２つ目、中学校の道具を借りなくても少年団の道具が使えること。 

 ３つ目に、送迎、特に迎えのときに中学校の夜間練習の送迎の車と重なら

ないので駐車に困らないし、子供が安全に車の乗りおりができることなどで

す。 

 そこで提案します。総合体育館の西サッカー場に夜間照明を整備していた

だきたいとは思いますが、答弁を求めます。 

 以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。 

議 長 総務課長 山田靖君。 

総務課長 山中美惠子議員の御質問、非常食に補助をについてお答えいたします。 

 内閣府の防災情報によりますと、広域的な災害と想定される南海トラフ大

地震では、支援が本格化するには１週間以上とも言われておりますが、通常

の災害においては発災から３日程度からとされております。 

 安八町における防災備蓄食料品といたしましては、主にパン類、麺類、御

飯類がございます。備蓄量といたしましては、パンは約3,000食、麺類は約

2,000食、御飯類が6,100食の備蓄がされておりますが、南海トラフ大地震を

想定するものであれば、十分な備えであるとは言えません。町としては、可

能な限りの備蓄を引き続き進めてまいりたいと考えております。それには現

在の一括集約型の保管から分散型の保管場所や備蓄方法について再考する必

要がありますので、関係機関と協議を進め、町全体の防災力の向上に努めて

まいりたいと考えております。 

 ボランティア活動の受け入れ体制についてでございますが、ボランティア

は災害発生時には被災者の生活支援、在宅援助、外国人への通訳など、多く

の場面で必要になり、大変重要だと考えております。ただし、発災後、被災

状況や避難所での運営状況、被災者のニーズなどを把握した上でボランティ
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アの受け付けを行い、必要な援助を要請することとなります。議員御指摘の

とおり、受け入れ体制の準備体制が不十分なまま受け入れを行いますと、さ

らなる混乱が発生することにもなります。やはり町防災計画にもありますよ

うに、日本赤十字や社会福祉協議会との連携を保ちながら、必要なタイミン

グで必要なボランティアが活動していただけるように事前準備を進めていか

なければならないと思います。 

 また、内閣府発表の避難所に係る対策参考資料によれば、被災時に避難所

へ避難する人と、避難所以外へ避難、もしくは疎開する人の割合は、前者が

65％、後者が35％とされております。安八町の人口を１万5,000人と想定し、

うち65％の方が避難所へ避難した場合、飲料水についてはセーフティータワ

ー及びペットボトルの保存水で１週間以上の供給が可能でございますが、食

料品については１食分の配給が可能な量しか備蓄できておりません。公助で

ある町としては、既にある備蓄品の賞味期限に伴う更新を行うとともに、少

しずつではありますが備蓄量をふやしておりますが、想定備蓄量には追いつ

いていないのが実情でございます。また、地区及び事業所等への地区防災設

備補助事業にて補助金を出すなどし、地域及び事業所等への共助である備蓄

も進めておりますが、今後は地区防災設備の拡充などを前向きに検討してま

いりたいと考えております。 

 自助であります個人での防災備蓄につきましては、詳細は把握できており

ませんが、防災意識の向上を図るためにも議員御提言の防災に関するアンケ

ートを実施したり、また各御家庭で防災備蓄品（非常食など）の準備、備え

を促すような啓発用チラシを配布するなど行ってまいりたいと考えておりま

す。自助、共助、公助の連携を強固にし、町全体で災害を乗り越えるための

施策を引き続き進めていきたいと考えております。 

 以上、山中美惠子議員への回答とさせていただきます。 

議 長 生涯学習課長 安井孝行君。 

生涯学習課長 山中美惠子議員の２点目の、サッカー場に夜間照明を整備してはの

御質問につきましてお答えをさせていただきます。 

 本町のサッカー場は安八町総合運動公園の一施設として、多くの皆様に多

目的に御利用いただいております。昨年度の利用状況件数は311件となって

おり、平日の月曜日から金曜日の午前中はグラウンドゴルフの４団体が、土



 

－５０－ 

曜日と日曜日の午前中はサッカー少年団、３小学校の児童29名になりますが、

この方々に御利用していただいており、１年間の大半を占めております。 

 議員が御提案のサッカー場夜間照明の整備につきましては、サッカー場の

西側には田や民家が隣接しており、夜間照明の光に対する隣接住民や田畑地

権者との協議、承諾などの課題がございます。さらに設置には照明器具や、

それを支える強靱な支柱など多額の費用が見込まれます。これに対する国・

県からの財政援助はなく、町単独事業で実施することになります。 

 夜間照明を準備する利点としまして３つ上げてみえますが、①の使いなれ

たグラウンドでの練習、また②の中学校の道具を借りる、ミニゴールなどを

お借りしていると思いますが、これらについてはここ数年来、サッカー少年

団が行っている毎週水曜日と木曜日の夜間練習時には夜間照明完備の登龍中

学校グラウンドを御利用いただいておりますので、サッカー少年団の方々に

は現状のままで御理解いただきたいと思います。 

 ③の送迎の件につきましては、夜間のサッカー少年団と中学校体育館の利

用者、バレーボール、バスケット等で御利用いただいておりますが、その

方々との車の出入りの時間が重なり混雑することだと思いますが、既に中学

校体育館利用者の方々には、総合体育館の西側の大駐車場の利用や通行の際

の注意を喚起させていただいたところでございます。 

 町としましては、議員がお示しになった熱中症対策や、より町民の方に広

く多目的に御利用いただけるよう前向きに検討させていただきます。 

 以上、山中美惠子議員への回答とさせていただきます。 

  〔９番議員挙手〕 

議 長 山中美惠子君。 

９ 番 ありがとうございました。 

 私の前の２人の議員さんも同じことを、内容は違っても災害に関する質問

でございました。そのぐらい緊迫しているのと、他所ではいっぱい災害が起

きておるという現状を踏まえて、皆さん関心がおありだとは思うんですが、

しかしお水が安八町にありますよとなって、そこまでに行くまでにお水とい

うのはすぐ飲みたいということもありますので、いっぱい非常食のグッズは

あるんですが、お水が一番大切ではないかなと。そこまで行かなくても飲め

ますよということで私は提案をしましたし、そして安八町の町民、いかに災
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害に対する危険度というのを関心を持っているのかなということを思います。

幾ら文書で啓発しましたよ、啓発しましたよと言うておっても、なかなか浸

透していかない。すっと右から左に流れるのが現状かなと私は思います。そ

れで、そういうことを個々にすることによって、少しでも災害に対する関心

を持ってもらいたいという希望から私は提案をいたしました。ぜひとも前向

きに検討してください。よろしくお願いします。ありがとうございました。 

議 長 答弁はよろしいですか。 

９ 番 いいです。 

議 長 ありがとうございました。 

 引き続きまして、２番 碓井昭夫君。 

２ 番 おはようございます。 

 ただいま議長さんのほうから発言の許可をいただきましたので、私からは

次の２点について質問をさせていただきます。 

 その前に、今回の北海道の胆振東部地震では41名という大きな災害が発生

をしております。亡くなられた方の御冥福を心からお祈りしたいと思います。

それと、被災を受けられました皆様方にお見舞いを申し上げたいと思います。 

 それでは、本題に入らせてもらいます。２点ほどございますけれども、１

点目は保育園に空調設備の設置をお願いしたいというお願いでございます。 

 最近の異常気象は、我々の想像をはるかに超える勢いで変化をしておりま

す。特に岐阜県下におきましては、この夏は連日記録を塗りかえるほどの猛

暑続きでございました。集中豪雨が発生したかと思えば、その後は40度を超

える異常気象の日々で、気象庁は毎日のように熱中症対策に万全を期すよう

放映されておりました。まさに死に至るほどの厳しい暑さでございました。 

 そんな中、小・中学校では昨年までに皆様の御努力によって空調設備を設

置していただき、従来と比べると大変環境のよい中で生徒さんは勉学に励ん

でおられました。それにひきかえ保育園でございますけれども、いまだエア

コンの設置もない状況で、日々の園児の活動がなされております。まして、

真夏の期間も開園され、夏休みもございません。室内温度は想像を絶するほ

どの暑さの中で、園児たちは遊戯等の日常活動が行われております。弱者の

園児たちには我々大人以上に大きな負担が考えられます。 

 先日も園長さんとお話をする機会がございました。ことしの夏は特に暑く、
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クーラーのついている遊戯室を開放して、そちらのほうで日々の活動をされ

ていることも数多くあったようでございます。幸いにもこの安八町では大き

な事故もなく、夏を乗り切ることは大変よかったと思いますが、厳しい環境

の中での園児活動であったと思います。 

 御存じのように、園児たちは我が町の宝でございます。この子たちが一日

も早く楽しく遊び、楽しく遊戯ができる環境づくりに最大の努力をしていた

だきたく、空調の設置を早急にお願いしたいと思いますが、執行部として考

えがあればお聞かせいただきたいと思います。 

 ２点目でございますけれども、にぎわい広場の利用状況についてお伺いい

たします。 

 昨年暮れににぎわい広場が完成し、その利用が期待されました。小生も町

の活性化のため、町民の憩いの場となるような大きな期待を込めて補正予算

に賛成をさせていただきました。しかしながら、あれから１年余り、にぎわ

い広場の周辺を通るたびに興味を示しながら利用状況を確認してきましたが、

残念なことに一度もにぎわった場所を見たことがございません。何のために

補正予算まで組んで整備、完成させたのか疑ってしまいます。 

 また、ことしの５月ごろだったと思いますが、立て看板が立てられ、公共

駐車場の看板にかわっております。にぎわい広場という字はサブ看板で小さ

く書いてございます。これはどういうことなんでしょうか。駐車場をつくる

のが目的だったんでしょうか。私には到底理解ができません。どういう状況

で名称変更されたのか、お答えいただきたいと思います。 

 せっかくつくった広場でございます。あいているときの多目的な利用をさ

れることについては私はやぶさかではございませんが、当初の目的であるに

ぎわい広場がどこかに消え、駐車場設置のための予算編成であったようにも

思われます。今後どのように利用されようとしているのか、活動計画があれ

ばお聞かせ願いたい。担当課長の答弁をお願いしたいと思います。 

 以上、２点について私のほうから質問をさせていただきます。ありがとう

ございました。 

議 長 福祉課長 坂和由君。 

福祉課長 碓井昭夫議員の１点目の保育園に空調設備の設置をについての御質問に

お答えいたします。 
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 現在ある６つ保育園はいずれも遊戯室及び乳児・未満児室並びに職員室に

しかエアコンが整備されておらず、年少から年長までの各保育室については

設置されておりません。ことしは近年にない猛暑の年でありました。特に暑

かった７月、８月においては、環境省の発表している暑さ指数を参考としな

がら、その日その日の園児の活動に対応してまいりました。具体的には暑さ

指数が31度以上の場合は、直射日光が当たるプールは取りやめ、エアコンの

ある遊戯室で保育するなどの対応をいたしました。また、給食も遊戯室で食

べるようにいたしました。 

 しかし、そのような対応をしていたにもかかわらず、熱中症と疑われる園

児が出てしまいました。このことを受け、直ちに保育室ごとにスポットクー

ラーを設置して対応してきたところでございます。 

 当町では第五次総合計画に子育て支援の充実を目標として掲げ、子育て環

境の整備を重点施策としており、小・中学校においてエアコンが整備された

ところでございます。保育園においては、来年４月から認定こども園に移行

いたします。午前中は幼児教育を行うため、保育園においても小・中学校と

同様に暑さ対策の環境整備が必要と考えます。 

 議員御提言の空調設備の設置につきましては、必要な支援を国などに要望

しながら、また統合も視野に入れながら効率的な設置に向け、調査・検討を

進めてまいりたいと考えております。どうか御理解賜りますようお願い申し

上げます。 

 以上、碓井昭夫議員の１点目の質問に対する回答とさせていただきます。 

議 長 企画調整課長 大平共美君。 

企画調整課長 碓井昭夫議員御質問の２点目、にぎわい広場の利用状況についてに

つきましてお答えさせていただきます。 

 悲願でありました安八スマートインターチェンジの開通に合わせて、スマ

ートインターチェンジを活用した町内周遊の観光ルートを考えている中で、

南の百梅園、安八温泉から、北の鎌倉街道周辺へつなげていく観光ネットワ

ークをつくり、にぎわいの創造、町の活性化につなげていきたいと考えてお

りました。 

 そのような中、歴史の道を中心とした周辺エリアにおいて、近年、縁結び

のスポットとして来訪者が増加しており、時には観光バスでの問い合わせが
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ある中、駐車スペースがないために路上駐車による近隣住民への交通安全上

の問題や、せっかくの観光客をお断りするしかない状態でありましたので、

駐車場の機能だけでなく、地域資源を活用したイベント時にも多目的に活用

できるよう、にぎわい広場として整備させていただきました。 

 議員御指摘のとおり、現在は駐車場としての活用にとどまっているのが現

状でありますが、にぎわい広場としての名称は変更いたしておりません。こ

の周辺エリアの歴史の道・鎌倉街道等へ来ていただいた観光客の皆様のため、

あいているときは使用させていただいております。 

 地域活性化のため、どんな活用が有効なのか、今後は２８年度に行いまし

た安八スマートインターチェンジを活用したまちづくりを活用し、近隣の瑞

穂市や墨俣町など、広域的な連携も視野に入れてと思っております。例えば、

健康づくりと観光を合わせた一夜城までの桜並木を見ながらのウオークイベ

ントなど、また今年度は瑞穂市の穂積駅周辺で開催された駅前活性化事業と

して行われておりますほづみ夜市へ出店し、活気あるマルシェを体験してま

いりました。 

 いずれにいたしましても、地域の方々の御理解と御協力が不可欠でありま

す。今後とも検討を重ね、にぎわいのあるまちづくりに取り組んでまいりた

いと考えております。 

 以上、碓井昭夫議員の２点目に対する回答とさせていただきます。 

  〔２番議員挙手〕 

議 長 碓井昭夫君。 

２ 番 ありがとうございました。 

 空調設備の設置でございますけれども、特にことしの暑さは異常であって、

行政のほうも対応に苦慮されたことと思っております。しかし、来年以降も

このような状況が続くことも予想されます。園児の健康管理を最優先に考え

ていただいて、万全の体制をとっていただければありがたいと思います。空

調は大変お金のかかる話でございます。これは今あるかどうかわかりません

けれども、例えば服なんかだったら冬に暖かくなる下着がございます。あれ

の逆の冷えるような下着があったらいいなというふうに思っておりますけれ

ども、いろいろその辺のところも調べていただいて、園児たちの負担が少し

でも少なくなるようなことに力を注いでいただければ幸いかと思います。 
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 それから、例のにぎわい広場の活用でございますけれども、先ほど御答弁

ありましたように、にぎわい広場としての活用は今までほとんど見たことが

ないという中でございます。ネーミングに恥じないような利用、活用を今後

期待したいと思います。各地域の代表者、区長さん等ともいろいろ話し合っ

ていただいて、町が活性化し、さらに発展できるようなにぎわいができれば

ありがたいなというふうに思っておりますから、ひとつよろしくお願いをし

たいと思います。 

 せっかくつくった広場でございます。あいているときもあると思いますけ

れども、そういうときの多目的な活用の場所としては使ってもらって結構で

ございます。ただし、あくまでもにぎわい広場だよということは頭の隅に置

きながら、今後の利用活動を進めていただければありがたい。 

 以上、質問を終わります。ありがとうございました。 

議 長 引き続きまして、５番 小川文雄君。 

５ 番 発言のお許しをいただきましたので、私からは台風21号に関する質問をさ

せていただきます。 

 まず冒頭に、このたび台風21号によりまして被害を受けられました町民の

方々にまずもって心からお見舞いを申し上げる次第でございます。幸いにし

て人的被害がなかったということを聞いておりまして、何よりでございまし

た。 

 今までの各議員さんの御質問の中にもありましたが、とにかくことしの夏

は猛暑、酷暑、集中豪雨、さらには台風、極めつけの地震といったように、

全国各地で大惨事が起きております。この被害に遭われた、また亡くなられ

た方にはお悔やみやらお見舞いを申し上げる次第でございます。 

 さて、この９月４日の台風でございますが、四国に上陸をしまして、日本

列島に上陸する台風としては25年ぶりだと、そのくらいの強い台風であった

ということでございまして、上陸時の中心気圧が950ヘクトパスカル、最大

風速45メートル、大阪を中心に大変な被害が出ました。 

 私、個人的には台風が大嫌いでございまして、昭和34年に伊勢湾台風があ

ったんですが、ちょうど小学校４年生のころでございますけれども、大変な

怖さ、そして長引く復旧のつらさ、そういったものを体験しておりますので

大嫌いでございますが、たまたま今回の台風はそのコースに似ておったとい
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うことと、勢力もそれに近い台風ということで、伊勢湾台風並みの被害が出

るんではないかなということで大変心配をしました。我が家も万全な対策を

とっておりました。幸いにも軽く済んだようでございまして、何よりでござ

いました。 

 前置きが長くなりました。まず最初でございますが、この台風によって屋

根瓦や壁がいろいろ飛ばされたという被害がありました。もちろん公共施設

等においても相当な被害が出ているようで、先日開催しました民生文教常任

委員会におきまして、急遽ふたば保育園や牧小学校の体育館の被害状況を視

察させていただきました。この被害が原因で二次災害が出なかったことは不

幸中の幸いかと思います。しかし、これ以外にも建物の損傷や樹木の倒木、

カーブミラーやバス停の看板や各種の標識などの損傷、そういったふぐあい

があったと思います。そこで、町全体としての被害の状況はどうであったの

でしょうかということでございます。 

 次に、その被害箇所の復旧対策についてでございますが、被害箇所の修繕

は今後それが原因とする二次災害を引き起こさないためにも早急な対策が求

められます。復旧対策はどんな状況にあるんでしょうかということでござい

ます。 

 また、その復旧につきましては当然財源が必要となります。必要経費の見

積額が今現在どのぐらいになっているのかわかりませんが、復旧のための財

源確保の見通しはいかがなものでしょうかということでございます。一部損

害保険で対応できると伺っておりますが、大規模修繕となりますと国や県の

補助に頼らざるを得ません。とりあえずは財政調整基金を取り崩して、一般

財源を投入するということになろうかと思いますが、いずれにいたしまして

も最終的には外部資金の獲得、そういったものに最大限の努力をしていただ

きたいということでございます。その活動の見通しはいかがなものでしょう

かということでございます。 

 最後に、停電が起きました。くしくも私が住んでおる中須地区の、安八温

泉周辺でございますが、瞬断もなく、全然影響がありませんでしたが、地域

というか配電エリアによってはかなり長時間停電があったということをお聞

きしました。その中で、電力会社に電話してもなかなか電話がつながらない、

役場にかけてもよくわからない、いつ復旧するのかとても不安で大変だった
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というお話を町民のある方からお聞きしました。この停電によりまして、人

が利用する、あるいは人が出入りする公共施設、例えば役場や各学校でござ

いますが、そのほか中央公民館やら総合体育館、いろいろ施設が数多くあり

ますが、今回の停電による事故やふぐあい、そんな被害はありませんでした

かということでございます。停電による利用者の混乱はありませんでしたか

ということでございます。公共施設における停電による二次災害と、その対

応についてはどんな状況であったのでしょうかということです。 

 以上４点につきまして、担当の総務課長さんにお伺いをいたします。 

議 長 総務課長 山田靖君。 

総務課長 小川文雄議員の御質問、台風21号による被害状況とその対応についてお

答えいたします。 

 まず、１点目の町内の公共施設等の被害の実態の御質問ですが、今回の台

風21号の被害状況といたしましては、町内全域のカーブミラーや道路標識の

破損（面の向きのふぐあい、支柱の倒れなど）が一番多くございました。次

に、樹木関係で申しますと、役場庁舎東玄関の倒木を初め、北部公園、アン

ヒルパーク、各保育園の敷地内での倒木や枝折れが数多くございました。ま

た、浄化センターや安八温泉などの建物につきましては、瓦の剥がれ、浮い

てしまう事象もございました。学校関係におきましては、登龍中グラウンド

の北側の防球ネットの破損がひどく、剥がれてしまい、また名森小学校体育

館の外壁コンクリートの剥がれなどもございました。 

 次に、２点目のその復旧対策、並びに３点目のそのための財源確保の御質

問に対しましては、双方関連がありますのでまとめて回答させていただきま

す。 

 公共施設等の被害状況の調査も終えまして、現在、災害復旧に向けての事

業量の把握、事業費の算定を行っているところでございます。しかし、車両

通行等に支障が出るカーブミラーの復旧や屋根の破損による雨漏りが深刻な

牧小学校体育館につきましては、すぐ修繕対応をしているところでございま

す。 

 災害復旧に向けての財源につきましては、原則一般財源での対応となりま

すが、建物の復旧については建物災害共済（保険対応）での補填もございま

す。 
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 また、今回発生しました台風21号の被害につきましては、特別交付税の災

害復旧事業として特別交付税へ算入されるとの県からの情報もあり、財源と

して有効に活用していきたいと考えております。最終的には事業費がまとま

った段階で災害復旧費として補正予算を編成し、その対応を図っていきたい

と考えております。 

 最後に、４点目の停電による二次災害とその対応についての御質問ですが、

今回の停電によります二次被害といたしましては、停電が復旧した翌日５日

の段階でも登龍中の空調設備や総合体育館内の外線電話が使用不能という事

態もございました。現在は復旧し、通常どおり使用しております。しかしな

がら、復旧に時間を要したこともあり、広報無線や緊急速報メールでもって

その対応状況などを周知させていただきましたが、町民の皆様には大変御迷

惑をかけた次第でございます。 

 今後は公共施設等で停電が発生した場合、利用者を安全に避難させるため

の誘導方法等を検討してまいりたいと思います。また、停電時には町（行

政）と電力会社との連絡調整、それから連携をさらに密にしながら対応して

いき、その対応状況などを町民の皆さんへ、先ほども述べましたが、広報無

線や緊急速報メールでもって情報発信していきたいと考えております。また、

新たな情報発信といたしまして、スマートフォンへの防災アプリに対応した

防災行政無線のデジタル化に向けた調査・検討を行っているところでもござ

います。 

 以上のように、今回の災害復旧に当たりましては、特別交付税、災害復旧

事業債等を活用しながら財源を確保し進めていきたいと考えております。 

 以上、小川文雄議員への回答とさせていただきます。 

  〔５番議員挙手〕 

議 長 小川文雄君。 

５ 番 詳しい御報告をありがとうございました。 

 幸いにも全国各地で起きておる大災害と比べますと、比較的軽く済んだの

かなということで安心をしております。 

 それと、今、御答弁の中にありませんでしたが、御遠慮なさったのかどう

かわかりませんが、できるものから修復をしておりますという中に、既に翌

日からいろんな木の始末とかミラーの点検とかバス停の標識の確認とかやっ
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ていただいておりました。公僕とはいえなかなか大変なことでございますが、

精力的にやっていただいたことに関しましては、厚く御礼を申し上げます。 

 いずれにしましても、こういった災害に備えて図上訓練とか、あるいは災

害訓練とか防災訓練とか定期的にやっていただいておりますが、今回のよう

に現に今まさに起きている、リアルタイムで処理をしなければならないとい

う、言葉は悪いですが、切迫した状況の中でいい教訓、いい勉強ができたの

ではないかなというふうに思います。この災害による教訓をぜひぜひ今後の

対策に生かしていっていただきたいと。当然復旧は可及的速やかにお願いし

たいんですが、教訓を生かしていただきたいということをつけ加えさせてい

ただきまして質問を終わります。特に答弁は要りません。 

議 長 ありがとうございました。 

 以上で一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩をいたします。ちょっと長いですけれども、20分間の休憩

をとらせていただきます。11時半からということで再開させていただきます。

よろしくお願いいたします。 

   （午前11時11分 休憩） 

   （午前11時30分 再開） 

議 長 再開いたします。 

 先ほど私が気がつきましたんですけれども、２日目の日程表、お手元に行

っております日程表の日程第11を見ていただきますと、町道路線の認定につ

いてということがあります。これが議第42号となっておりますけれども、ミ

スプリがありました。先ほど私が気がつきまして、議第43号でございます。

お手元の資料を訂正していただきたいと思います。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 それでは、日程第３、委員会報告を行います。 

 議事に入る前に、付託事件を審査していただきましたので、報告を求めま

す。 

 まず初めに、スマートインターチェンジ建設促進特別委員会の報告を求め

ます。 

 委員長 渡邊明博君。 

１０番 それでは、スマートインターチェンジ建設促進特別委員会の委員会報告を
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申し上げます。 

 本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会

議規則第77条の規定により報告をいたします。 

 記といたしまして、日時、平成30年９月７日金曜日、午後１時15分からで

ございます。 

 出席者は委員全員、関係執行部全員でございます。 

 付託事件及び審査の結果でございますが、議第38号 平成30年度安八郡安

八町一般会計補正予算（第３号）並びに認定第１号 平成29年度安八郡安八

町一般会計歳入歳出決算の認定について審査をいたしました。 

 審査の結果は、当委員会にかかわる部分について全員一致で原案のとおり

承認をいたしました。 

 少数意見留保の有無はありません。 

 その他でございますが、安八スマートインターチェンジも開通いたしまし

て、はや５カ月になろうとしております。今回の補正でおおよそ工事の部分

は終了いたしますが、決算につきまして事故繰越の名神南側の道水路関係の

工事が残っております。その関係上、当委員会を残すかどうかについては今

年度の当委員会の継続のときに、まだ工事関係が残っているからということ

で委員会は存続しておりますが、それと同様、今後、委員会の有無について

は協議をすると。当然11月に臨時議会がありますので、それまでに継続をど

うするかということを決定していくと思いますが、そのような意見で終了し

ております。 

 以上をもって、スマートインターチェンジ建設促進特別委員会の委員会報

告とさせていただきます。 

議 長 議会改革特別委員長 古澤榮一君。 

８ 番 それでは、議会改革特別委員会の報告をいたします。 

 本委員会における事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規

則第77条の規定により報告をいたします。 

 記といたしまして、１．日時、平成30年９月７日金曜日、午後１時58分か

ら。 

 ２．出席者、委員全員、議会事務局長。 

 ３．事件及び審査の結果。 
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 前回の６月議会の会期中に開かれた当委員会での検討課題として上げてお

りました今後の議会報告会の進め方、あり方について協議をしました。同じ

安八郡内で議会報告会を開催している神戸町議会の取り組み事例を参考にし

ながら話し合いをしました。神戸町議会は平成26年度から報告会を校区ごと

に開催しましたが、参加人数の減少等により平成28年度は会場を１カ所に絞

って開催をしました。平成29年度は議会との交流として、人に優しいまちづ

くりをテーマにワークショップ形式で開催をしました。幼児園の保護者と神

戸町の強み、また弱みを町へ提案するなど、意見交換が行われました。今後

の安八町議会としての報告会の方向性は、若い人たちを集客するために魅力

のある内容にしていかなければならないと確認し、次回の委員会への課題と

いたしました。 

 ４．少数意見の留保の有無はございませんでした。 

 その他もなしでございます。以上です。 

議 長 総務産建常任委員長 岩田讓治君。 

７ 番 総務産建常任委員会の報告をさせていただきます。 

 本委員会においての事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議

規則第77条の規定により報告をさせていただきます。 

 日時、平成30年９月11日、午前９時30分からでございます。 

 出席者、委員全員、関係執行部全員。傍聴者は、当委員会所管の関係課の

係長の皆様でございます。 

 付託事件及び審査の結果。 

 議第38号 平成30年度安八郡安八町一般会計補正予算（第３号）並びに議

第42号 町道路線の廃止について、議第43号 町道路線の認定について、認

定第１号 平成29年度安八郡安八町一般会計歳入歳出決算の認定について、

認定第４号 平成29年度安八郡安八町水道事業会計決算の認定について、認

定第５号 平成29年度安八郡安八町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について審査をいたしました。 

 審査の結果、当委員会にかかわる部分について、全員一致で原案どおり承

認をいたしました。 

 少数意見の留保はございません。 

 その他、公有財産である土地譲渡に関しての説明を受けました。また、現
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地視察といたしまして、平成30年度補正予算で上程をし、建設課が担当する

結地区通学路拡幅工事の現場を確認し、工事の内容の説明を受けたところで

ございます。以上でございます。 

議 長 民生文教常任委員長 小川文雄君。 

５ 番 民生文教常任委員会の報告をさせていただきます。 

 本委員会に付託されました事件は、審査の結果、次のとおり決定しました

ので、会議規則第77条の規定により報告をいたします。 

 日時、平成30年９月12日水曜日、午前11時から。 

 出席者、委員全員、関係執行部全員。傍聴者は、当委員会所管の関係課の

係長さんでございます。 

 付託事件及び審査の結果でございますが、議第36号 安八町家庭的保育事

業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定並

びに議第37号 安八町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例制定につきましては、全員一致で原案ど

おり承認をいたしました。 

 また、議第38号 平成30年度安八郡安八町一般会計補正予算（第３号）並

びに議第39号 平成30年度安八郡安八町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）、議第40号 平成30年度安八郡安八町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）、議第41号 平成30年度安八郡安八町児童発達支援事業特別会

計補正予算（第１号）、認定第１号 平成29年度安八郡安八町一般会計歳入

歳出決算の認定について、認定第２号 平成29年度安八郡安八町国民健康保

険特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第３号 平成29年度安八郡安

八町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、審査をいたしま

した。審査の結果、当委員会にかかわる部分について、全員一致で原案どお

り承認をいたしました。 

 少数意見留保はありませんでした。 

 その他といたしまして、現地視察として台風21号で被害のあった公共施設

のうち、ふたば保育園、登龍中学校野球場の防球ネット、牧小学校体育館の

破損箇所を確認し、現状を把握いたしました。以上でございます。 

議 長 以上で委員会報告を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 
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議 長 日程第４、議第36号 安八町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔「討論なし」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 

 本件について、原案どおり決定することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議第36号は原案どおり可決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第５、議第37号 安八町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔「討論なし」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 

 本件について、原案どおり決定することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議第37号は原案どおり可決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第６、議第38号 平成30年度安八郡安八町一般会計補正予算（第３

号）を議題とします。 

 本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔「討論なし」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 

 本件について、原案どおり決定することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 
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議 長 異議なしと認めます。したがって、議第38号は原案どおり可決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第７、議第39号 平成30年度安八郡安八町国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）を議題とします。 

 本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔「討論なし」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 

 本件について、原案どおり決定することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議第39号は原案どおり可決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第８、議第40号 平成30年度安八郡安八町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

 本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔「討論なし」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 

 本件について、原案どおり決定することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議第40号は原案どおり可決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第９、議第41号 平成30年度安八郡安八町児童発達支援事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

 本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔「討論なし」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 
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 本件について、原案どおり決定することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議第41号は原案どおり可決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第10、議第42号 町道路線の廃止についてを議題とします。 

 本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔「討論なし」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 

 本件について、原案どおり決定することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議第42号は原案どおり可決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第11、議第43号 町道路線の認定についてを議題とします。 

 本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔「討論なし」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 

 本件について、原案どおり決定することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議第43号は原案どおり可決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第12、認定第１号 平成29年度安八郡安八町一般会計歳入歳出決算の

認定についてを議題とします。 

 本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔「討論なし」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 
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 本件について、原案どおり認定することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

議 長 異議なしと認めます。したがって、認定第１号は原案どおり認定すること

に決定しました。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第13、認定第２号 平成29年度安八郡安八町国民健康保険特別会計歳

入歳出決算の認定についてを議題とします。 

 本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔「討論なし」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 

 本件について、原案どおり認定することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

議 長 異議なしと認めます。したがって、認定第２号は原案どおり認定すること

に決定しました。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第14、認定第３号 平成29年度安八郡安八町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算の認定についてを議題とします。 

 本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔「討論なし」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 

 本件について、原案どおり認定することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

議 長 異議なしと認めます。したがって、認定第３号は原案どおり認定すること

に決定しました。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第15、認定第４号 平成29年度安八郡安八町水道事業会計決算の認定

についてを議題とします。 



 

－６７－ 

 本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔「討論なし」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 

 本件について、原案どおり認定することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

議 長 異議なしと認めます。したがって、認定第４号は原案どおり認定すること

に決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 日程第16、認定第５号 平成29年度安八郡安八町公共下水道事業特別会計

歳入歳出決算の認定についてを議題とします。 

 本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔「討論なし」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 

 本件について、原案どおり認定することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

議 長 異議なしと認めます。したがって、認定第５号は原案どおり認定すること

に決定しました。 

 町長から発言の申し出がありますので、これを許します。 

 町長 堀正君。 

町 長 それでは、議長から発言のお許しをいただきましたので、皆さんにお願い

申し上げたいと思います。 

 安八町の財産であります土地につきまして、平成28年８月19日付で他の関

係者に比べ安い対価で譲渡しております。大変恐縮でございますが、日程を

追加していただきまして、地方自治法第237条第２項でいう当該譲渡に係る

追認の議決をお願いしたいと存じます。 

 この後、職員から議案を配付させていただきまして説明をさせていただき

ます。よろしくお願いします。 
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議 長 お諮りします。 

 ただいま町長より、議第44号 財産の譲渡についてが提出されました。 

 これを日程に追加し、議題としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議第44号 財産の譲渡についてを日程

に追加し、議題とすることに決定しました。 

 事務局より議案書を配付させていただきます。 

  〔議案書配付〕 

──────────────────────────────────────────── 

議 長 追加日程第１、議第44号 財産の譲渡についてを議題とします。 

 提案説明を求めます。 

 副町長 岡田武史君。 

副町長 議第44号につきまして提案説明をさせていただきます。 

 議第44号 財産の譲渡について。 

 次の土地の譲渡について、地方自治法第96条第１項第６号の規定により、

議会の議決を求めるものとする。 

 平成30年９月20日提出。安八郡安八町長。 

 当該土地につきましては、地方自治法第96条第１項第６号の規定に基づき、

議会の議決を経た後、譲渡に至るべきでございましたが、議決を経ず、平成

28年８月19日付で譲渡に至ったことが判明いたしました。したがいまして、

追認の議決を賜りたく、このたび上程をさせていただくものでございます。 

 追認の議決をいただく内容といたしましては、譲渡に係る土地の所在、譲

渡の金額及び相手先につきましては議案書のとおりでございます。 

 当該譲渡につきましては、安八スマートインターチェンジ建設に伴う用地

の取得に関連して行ったものでございます。相手先とは諸事情もございまし

て、他の関係者に譲渡した土地の対価に比べ、安い対価での譲渡になったも

のでございます。したがいまして、当該譲渡は地方自治法第237条第２項の

規定の議会の議決を経なければならない案件として、町の公有財産でありま

す土地について適正な価格によらない譲渡に該当するものでございます。本

来、譲渡の前の段階で議会の議決を経なければならない案件でございました

が、法の解釈不足等によりまして議決を経ぬまま譲渡しましたことにつきま
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して深く反省をするものでございます。今後はさらに緊張感を持って職務に

当たってまいる所存でございます。何とぞ当該譲渡の追認につきまして御理

解をいただきますようによろしくお願いを申し上げまして提案説明とさせて

いただきます。では、よろしくお願いいたします。 

議 長 それでは、本件について質疑を行います。 

  〔「質疑なし」の声あり〕 

議 長 質疑を打ち切り、討論を行います。 

  〔３番議員挙手〕 

議 長 西松巖君。登壇してお願いします。 

３ 番 今、議長さんの許可をいただきましたので、自分の思いを発表させていた

だきます。 

 この前の弁護士さんの話と今回の話と合致する問題だろうと思っておりま

すので、これから言うのは反対討論という意味ではありませんが、絶対反対

というわけでもなく、賛成もやぶさかではありませんが、それではなぜかと

いうと正直言ってわからない。この裁判のことはよくわからないんですが、

この追認で裁判そのものが無効になるということは間違いありませんか。本

当に間違いありませんか。 

 それで、この前、町長さんからもちらっとお話を聞いたんですけれども、

今から提出して間に合うと言ったら間に合いますと言われたんですが、今の

話はよくわからない。 

 この追認について私の勝手な心配なんですが、難しい話じゃないんですけ

ども、３つあるんです。追認すると、前の問題についての町の公約違反を議

会が認めることになるんじゃないのかなと。 

 ２つ目は、町執行部の責任問題も今後議会と共有することになるんじゃな

いかな。 

 それから、もう一つの裁判というか問題点、土地開発公社の損害問題は一

体どういうことになるのだろうかということが気になります。 

 結論として、急な話ですのであれなんですが、追認はしたわ、裁判は無効

になったのでは、議会が何のために追認したかわからない。私自身もわから

ないので、以上の課題があるようなので今回の起立は見送りさせていただき

ます。以上です。 



 

－７０－ 

議 長 それでは、西松議員は討論を今していただきましたけど、反対ということ

でよろしゅうございますね。 

３ 番 反対といいますか……。 

議 長 反対討論ということで。 

３ 番 本当に無効になるということなら問題ありません。 

議 長 今おっしゃったのは反対という方向ですね。 

 はっきり言って反対なら反対ということで、討論に入りたいと思います。 

 次に、賛成の討論を求めます。 

  〔８番議員挙手〕 

議 長 古澤榮一君。 

８ 番 議長のお許しをいただきましたので、それでは議第44号の財産の譲渡につ

いてにかかわる賛成討論をさせていただきたいと思います。 

 本議案の上程に関しましては、今月の９月７日、議会全員協議会並びに９

月11日の総務産建常任委員会において執行部より経過説明を受けました。 

 また、先ほどの提案説明にもありましたが、この譲渡については安八町ス

マートインター建設に伴う土地の取得に関して、ほかの関係者に譲渡した土

地の対価に比べ、諸事情により極めて安い対価で譲渡に至ったものでありま

す。このことは安八スマートインターチェンジ建設促進、さらには企業誘致

といった安八町全体の利益となる町益のための必要な措置でありましたが、

そのため適正な対価とは言えない土地の譲渡であったものと理解をするもの

であります。よって、今回執行部より追加上程されました議案に関しまして

は賛成すべきものであると考えるところであります。 

 今後、安八町の今後のスマートインターチェンジをいかに活用していくか

にかかっており、この意味において執行部初め町職員の方々のこれまで以上

の英知を結集していただき、安八町発展のために頑張っていただきたいと思

います。我々議員もバックアップを惜しまないものでございます。以上で賛

成討論を終わります。 

議 長 ほかに討論ございませんか。 

  〔「ありません」の声あり〕 

議 長 討論を打ち切らせていただいてよろしゅうございますか。 

  〔「はい」の声あり〕 



 

－７１－ 

議 長 討論を打ち切り、採決を行います。 

 この採決は起立により行います。 

 なお、起立されない方は反対というふうにみなさせていただきます。 

 追加日程第１、議第44号 財産の譲渡については、原案どおり決定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

  〔賛成者起立〕 

議 長 ありがとうございました。着席してください。起立多数であります。した

がって、議第44号 財産の譲渡については原案どおり可決されました。 

 以上で、本定例会に提出されました案件は全て議了しました。 

 これをもって平成30年第３回安八町議会定例会を閉会します。 

 議会全員協議会は１時半から開催をさせていただきます。よろしくお願い

いたします。御苦労さんでございました。 

   （閉会時間 午後０時04分） 



 

－７２－ 

 上記のとおり会議の次第をここに記載し、その相違ないことを証するため、ここ

に署名する。 
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